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研究成果の概要（和文）：本研究では、自閉スペクトラム者は社会的選好性が弱いというよりむしろ特定の事物
や特徴への選好が過剰であり、この過剰な選好性が発達の軌跡に影響を与えることを想定する。４つの調査によ
り、学童期、青年期、成人期の自閉スペクトラムおよび非自閉スペクトラムの人たちにおける選好性の様々な側
面を検討した。結果、構造化された場面では自閉スペクトラムと非自閉スペクトラムの人たちとで明確な違いは
見られなかったが、構造化されておらず、より自由に反応や行動が可能な場面では違いが見られた。自発的な反
応を捉えることは自閉スペクトラムの人たちの選好性や発達の本質を理解するために不可欠であることが考えら
れる。

研究成果の概要（英文）：In this study, it is hypothesised that autistic individuals show an 
over-preference towards specific objects and features rather than a reduced social preference, and 
that this over-preference affects the developmental trajectories. In four surveys, various aspects 
of preference were investigated in autistic and non-autistic children, adolescents, and adults. The 
results showed no reliable differences between autistic and non-autistic individuals in structured 
settings, but differences were observed in unstructured settings where they were able to respond and
 behave more freely. Capturing spontaneous responses might be crucial for understanding the nature 
of preference and development in autistic individuals.

研究分野： Cognitive science

キーワード： 認知科学

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
これまでの自閉スペクトラムに関する理論は、生得的あるいは発達初期における行動特性、特に社会的な注意や
選好性が弱く、それが非定型的な社会性発達に繋がることが仮定されてきた。しかし、発達経路を考えると、自
閉スペクトラム症の特徴の１つである興味や感覚の違いの方が発達全般に影響を与えていることが考えられる。
本研究は、そのような発達経路を考えた上で、選好性という概念を用いて自閉スペクトラムの診断を受けている
人たちとそうでない人たちの類似性や差異を捉えたところに学術的意義がある。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
 
自閉スペクトラム症は、神経発達症の１つであり、診断の際に頻繁に用いられる DSM-5 にお

いては、社会的コミュニケーションの側面については診断基準 A、興味の限局、常同行動、感覚
などの側面については診断基準 B として記述されている[1]。これまでは基準 A についての研究
が多く、基準 B については研究の不足が指摘されていた[2,3]。発達経路を考えると、基準 B の
方がより上流に位置することが考えられるため[4]、自閉スペクトラムという症候群を発達的に
捉えるためには、基準 B に関する研究、基準 B と基準 A との関係に関する研究が重要である。 
自閉スペクトラム症に関する基礎理論には、生得的な特性の違いを前提とした単純な因果を

想定したものが多い。たとえば、生得的な社会的な定位反応や選好が比較的弱いことで社会的な
経験や学習の機会の減少に繋がり、非定型的な社会性発達に至るという経路が考えられてきた
[5–7]。自閉スペクトラム的な行動特徴を捉えるには、興味や感覚の違いも含め、生物学的基盤や
生得性だけではなく、それらが環境とどのように関わり合いながら発達してゆくか考える必要
がある。 
本研究では、様々な自閉スペクトラムの特徴に発達的に先行するものとして選好性に着目す

る。ここで言う選好性は、自閉スペクトラムの主徴の１つである興味の限局や常同行動を含む概
念である。実際の発達過程を考えると、遺伝子型の違いによって自ら異なる環境に身を置くこと
などにより、遺伝子型が環境を通して表現型を形作る効果を考慮することが重要である[8]。選
好性は遺伝的基盤があり[9,10]、自らが関わる事物や環境を選ぶことに繋がるため、発達的経路
の上流に位置すると考えられる。 
その上で、本研究では、自閉スペクトラム特性が高い人たちは特定の事物や特徴に過剰な選好

性を示すことを想定する。発達初期においては後に自閉スペクトラム症の診断を受ける人たち
もそうでない人たちと同程度に社会的選好を見せることが報告されている[11]。一方で、自閉ス
ペクトラム者が反復的、規則的で予測可能性が高い事象に特異的な選好を示すことも報告され
ている[12,13]。診断基準にある著しい興味の限局と併せて考えると、自閉スペクトラム症の診断
に至る人たちは社会的事物への選好性が弱いというより、むしろ特定の事物や特徴への選好性
が強く、それが発達の規定要因となっている可能性が考えられる。 
 
２．研究の目的 
 
本研究では、自閉スペクトラム的な行動特徴を形作り得る要因として選好性に着目し、その在

り方を様々な側面から明らかにすることを目的とした。 
 
３．研究の方法 
 
以下のすべての調査において、自閉スペクトラム症の診断を受けた、また、受けていない小学

生から成人を対象にした。色・商品調査、図形調査についてはインターネットを介して、参加者
の都合のよい時間に回答してもらった。図鑑調査については、参加者および保護者（成人の場合
には参加者のみの場合もあった）に実験室まで来てもらい、対面形式で調査を行った。描画調査
については、オンライン、対面の両方でできるだけ同じ手続きになるようにして調査を行った。 
色・商品調査：自閉スペクトラム者による色への選好性を調査した先行研究[14]で用いられた 6
色（青、茶、緑、桃、赤、黄）に 2 色（橙、紫）を加え、全 8 色から好きな色を選んでもらった。
商品の包装の違いによって選好に違いが出るかどうかについても検討した。 
図形調査：視覚刺激の規則性の高低によって選択に偏りが見られるか検討した。要素が規則的に
配置された図形と要素が無作為に配置された図形を対呈示し、好きな方を選択してもらった。 
図鑑調査：自発的な行動から選好性を検討するため、図鑑を 10 冊用意してその中から 3 冊を選
んでもらい、自由に見てもらった。 
描画調査：より包括的に選好性の特徴を捉えるために、自由描画による調査を行った。バイアス
をできるだけ排するため、制限時間と筆記用具の指定以外は手続きの制限は行わず、絵の主題に
ついても参加者に委ねて自由に描いてもらった。これまでの自閉スペクトラム研究では、知覚特
性や局所的処理について検討を行う目的で描画を用いるものが多いが[15,16]、本研究では選好性
に焦点を当て、絵の題材として何を選んだか、また、実際に何を描いたかについて分類を行った。
分類の仕方については、事物や趣味に関するこれまでの研究や画像データベースによる分類を
参照した上で、自ら作成した。 
 
４．研究成果 
 
色・商品調査：自閉スペクトラム者と非自閉スペクトラム者の間で顕著な違いは見られないこと
が示唆された。先述の先行研究では、自閉スペクトラム症の診断を受けている人たちは茶を選ぶ
割合が相対的に大きかったが、その結果は追認されなかった。商品の特徴による選択の偏りにつ



いても、明確な群間差は見られなかった。 
図形調査：自閉スペクトラム症の診断の有無に関わらず、規則性の高い図形の方が約 80%の割合
で選ばれており、明確な差は見られなかった。 
図鑑調査：それぞれの図鑑を選んだ割合について群間差を検討した結果、乗りものの図鑑は、自
閉スペクトラム症の診断を受けた人たちにより頻繁に選ばれていた。男女差を検討した結果、昆
虫や恐竜の図鑑は男性に選ばれる割合が大きく、植物の図鑑は女性に選ばれる割合が大きかっ
た。また、自閉スペクトラム症の診断の有無や性別に関わらず、同時に選ばれやすい図鑑同士を
分類した結果、以下の３つにわかれた：1. 恐竜、両生類・は虫類、昆虫、魚、2. 植物、動物、
鳥」、3. 宇宙、人間、乗りもの。 
描画調査：分類の結果、自閉スペクトラム症の診断に関わらず、人、架空のキャラクタ、動物・
植物、風景が描かれる頻度が高かった。自閉スペクトラム症の診断を受けている人たちは「乗り
物、輸送」「図表、記号、標識」、自閉スペクトラム症の診断を受けていない人たちは「動物、植
物」「日用品」に分類される絵を描く割合が相対的に大きい傾向が見られた。絵画による選好性
の違いをさらに検討するため、階層的クラスタ分析を行い、系統樹を確認しながら５つのクラス
タに分類した（図１）。自閉スペクトラム症の診断を受けた人たちは「科学、自然現象」「図表、
記号、標識」「競技、スポーツ」に分類される絵を描く割合が自閉スペクトラム症の診断を受け
ていない人に比べて大きかった。自閉スペクトラム症の診断を受けていない人たちは「日用品」
「料理、食べ物」「衣類、装飾」に分類される絵を描く割合が自閉スペクトラム症の診断を受け
ている人たちに比べて大きかった。「乗り物、輸送」「機械、電子機器」に分類される絵について
は、自閉スペクトラム症の診断を受けている人たちがそうでない人たちより描く割合が大きい
ことを予測していたが、予測とは異なり、診断の有無によって大きな違いは見られなかった。 
 

 
図１．描画調査の階層的クラスタ分析の結果 

 
すべての調査結果を踏まえると、色や図形など知覚特性に基づく選好性は自閉スペクトラム

とは関連が見られず、自発的に選択や描画を行う場合には自閉スペクトラムとの関連が見られ
ることが示唆された。構造化された場面では自閉スペクトラム症の有無による行動指標の違い
が見られづらいこともこれまでの研究から示唆されており、そういった結果と整合的であると
考えられる。選好性は自ら環境を選びとる過程でその人の発達経路へ強く影響する可能性があ
るため、自発的な行動指標をもとに選好性を捉えることは重要であると考えられる。今後、発達
障碍を含めたヒトの多様な発達を理解するために、発達経路を組み込んだ因果モデルを作成す
ることが極めて重要になると考える。 
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